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                                                             (2012年 7月) 

                              

  

  

①①
国国
富富
中中
村村
古古
墳墳
発発
見見
1100
周周
年年  

記記
念念
シシ
ンン
ポポ
ジジ
ウウ
ムム  

「「
国国
富富
中中
村村
古古
墳墳
のの
おお
葬葬
式式
」」 

日
時 

８
月
４
日
（
土
） 

13
時
30
分
～
17
時
00
分 

場
所 

平
田
文
化
館
（
出
雲
市
平
田
町
） 

 

▼
講
演 

「
西
日
本
の
古
墳
時
代
の
お
葬
式
」 

 
 

田
中
良
之 

氏 
（
九
州
大
学
大
学
院 

比
較
社
会
文
化
研
究
院
） 

▼
報
告
１ 

「
中
村
古
墳
の
お
葬
式
」 

坂
本
豊
治
（
当
館
） 

▼
報
告
２ 

「
近
畿
地
方
の
後
期
古
墳
の
お
葬
式
」 

 
 

森
本 

徹 

氏 

（
大
阪
府
立
近
つ
飛
鳥
博
物
館
） 

▼
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

「
国
富
中
村
古
墳
の
お
葬
式
」 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

花
谷 

浩
（
出
雲
市
文
化
財
課
） 

 

【
入
場
無
料
】 

②②
国国
富富
中中
村村
古古
墳墳  

石石
室室
見見
学学
会会 

日
時 

８
月
５
日
（
日
） 

９
時
00
分
～
15
時
00
分 

集
合
場
所 

出
雲
市
国
富
町 

 

国
富
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー 

定
員 

先
着
１
５
０
名
【
見
学
無
料
】 

  

受
付
で
整
理
券
を
配
付
し
ま
す
。
そ

の
番
号
順
に
、
ハ
シ
ゴ
を
使
っ
て
天
井

石
の
隙
間
か
ら
石
室
内
に
入
り
ま
す
。 

 

動
き
や
す
く
、
汚
れ
て
も
い
い
服
装

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
待
ち
時
間
が
長

く
な
る
場
合
に
備
え
、
水
分
補
給
等
の

準
備
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

①
②
と
も
に
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。 

当
日
会
場
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

③③
特特
別別
展展  

  

「
よ
み
が
え
る
な
！
」 

―
国
富
中
村
古
墳
の
お
葬
式
― 

       

７
月
14
日(
土)
～
９
月
24
日(

月) 

【
観
覧
料
５
０
０
円
（
高
校
生
以
下
無
料
）】 

●●
ギギ
ャャ
ララ
リリ
ーー
展展
示示  

「
横
穴
墓
に
刻
ま
れ
た
壁
画 

～
出
雲
市
・
深
田
谷
横
穴
墓
群
ほ
か
～
」 

 

古
墳
時
代
後
期
（
お
よ
そ
一
四
〇
〇

年
前
）、
死
者
を
葬
る
た
め
、
国
富
中
村

古
墳
の
よ
う
な
横
穴
式
石
室
の
ほ
か
に
、

山
す
そ
を
横
方
向
に
掘
り
込
ん
だ
横
穴

墓
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。 

そ
れ
ら
の
中
に
は
、
墓
室
や
棺
に

赤
・
青
・
白
な
ど
の
顔
料
で
描
か
れ
た

文
様
や
絵
画
、
鋭
い
刃
物
で
刻
ま
れ
た

線
刻
画
な
ど
を
も
つ
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

そ
の
絵
の
意
味
に
は
、
当
時
の
人
々

の
死
生
観
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
今
回
の
展
示
で
は
、
出
雲

市
芦
渡
町
の
深
田
谷
横
穴
墓
群
を
は
じ

め
、
県
内
の
横
穴
墓
の
壁
画
を
紹
介
し

ま
す
。 

 
 
 
 
 

（
髙
橋 

周
） 

      

 

 ７
月
11
日(

水)

～
10
月
15
日(

月) 

【
観
覧
無
料
】 

ﾏｽｺｯﾄｷｬﾗｸﾀｰ 

よすみちゃん 

今今今
年年年
ののの
夏夏夏
ははは
、、、   

国国国
富富富
中中中
村村村
古古古
墳墳墳
ににに
注注注
目目目
！！！
！！！   

深田谷横穴墓の壁画 
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遺
跡
を
見
学
す
る
塩
冶
小
学
校
の
み
な
さ
ん 

（
写
真
は
弥
生
時
代
の
竪
穴
住
居
） 

★★
特特
集集  

研研
究究
ノノ
ーー
トト
⑥⑥  

「「
よよ
みみ
がが
ええ
るる
なな
！！
」」
のの
意意
味味  

「
よ
み
が
え
る
な
！
」
と
は
、
出
雲

弥
生
の
森
博
物
館
の
二
〇
一
二
年
特
別

展
の
タ
イ
ト
ル
で
す
。
こ
の
「
よ
み
が

え
る
な
！
」
と
は
ま
さ
し
く
、
死
者
の

「
よ
み
が
え
り
」
を
否
定
す
る
言
葉
で

す
。
こ
の
言
葉
に
見
合
う
こ
と
が
、
六

世
紀
末
頃
に
、
出
雲
市
国
富
町
の
国
富

中
村
古
墳
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

国
富
中
村
古
墳
は
、
二
〇
〇
二
年
五

月
二
日
、
道
路
工
事
中
に
発
見
さ
れ
ま

し
た
。
直
径
約
三
十
メ
ー
ト
ル
の
円
墳

で
、
そ
の
内
部
に
横
穴
式
石
室
が
あ
り

ま
す
。
調
査
の
結
果
、
石
室
の
入
口
は

完
全
に
封
鎖
さ
れ
て
お
り
、
一
四
〇
〇

年
前
の
埋
葬
当
時
の
よ
う
す
が
そ
の
ま

ま
残
っ
て
い
ま
し
た
。
一
般
に
、
古
墳

は
盗
掘
に
あ
い
、
埋
葬
時
の
状
況
が
残

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、

未
盗
掘
墳
を
確
認
し
た
今
回
の
発
見
は
、

全
国
的
に
み
て
も
貴
重
な
も
の
で
す
。 

石
室
は
複
室
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
石
棺

が
あ
り
ま
す
。
奥
の
部
屋
に
は
家
形
石

棺
が
、
手
前
の
部
屋
に
は
箱
形
石
棺
が

あ
り
ま
す
。 

 

家
形
石
棺
に
死
者
が
埋
葬
さ
れ
て
死

後
十
数
年
後
、
お
そ
ら
く
、
遺
体
が
石

棺
外
に
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
は
、
遺
体
を
飾
っ
て
い
た
装
身
具

が
棺
外
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
推
察
で
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
石
棺
の
蓋
石
を
壊
し

て
い
ま
す
。
蓋
石
に
は
二
ヶ
所
に
打
撃

痕
が
あ
り
、
故
意
に
壊
さ
れ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
墓
の
主
に
添

え
ら
れ
て
い
た
大
刀
、
弓
矢
、
馬
具
な

ど
も
壊
さ
れ
て
、
石
室
内
に
ば
ら
ま
か

れ
ま
し
た
。
手
前
の
部
屋
で
も
同
じ
よ

う
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

遺
体
を
壊
し
、
ま
た
、
死
者
に
関
係

す
る
モ
ノ
を
壊
す
こ
と
で
、
そ
れ
ら
の

機
能
を
停
止
さ
せ
、
死
者
が
よ
み
が
え

っ
て
来
な
い
よ
う
に
し
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
実
際
に
は
、
祖
先
の
遺
体
や
モ

ノ
を
壊
す
こ
と
で
、
次
の
世
代
が
そ
の

権
威
を
引
き
継
ぐ
意
味
が
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。 

こ
れ
が
こ
の
古
墳
で
行
わ
れ
た
最

後
の
儀
礼
で
す
。
過
去
の
研
究
で
は
、

石
室
内
で
の
壊
す
行
為
や
ば
ら
ま
き
は
、

後
世
の
盗
掘
者
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
古
墳
の
発
見

に
よ
っ
て
、
そ
の
考
え
を
改
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
国
富
中
村
古
墳
の
調
査

に
よ
っ
て
、
古
墳
時
代
の
出
雲
の
お
葬

式
の
内
容
が
わ
か
っ
て
き
た
こ
と
は
、

当
時
の
他
界
観
を
考
え
る
上
で
と
て
も

重
要
で
す
。 

 
 
 
 
 

 

（
坂
本
豊
治
） 

 

★★
博博
物物
館館
のの
おお
しし
ごご
とと
紹紹
介介
②② 

「「
子子
供供
たた
ちち
へへ
歴歴
史史
をを
伝伝
ええ
るる
」」  

 

当
博
物
館
で
は
、
展
示
や
解
説
、
各

種
講
座
や
教
室
な
ど
、
様
々
な
活
動
を

と
お
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
へ
歴
史
学
習

の
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
今
回
は

そ
の
中
で
も
、
当
館
の
特
徴
を
活
か
し

た
学
校
教
育
活
動
の
一
例
を
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。 

出
雲
弥
生
の
森
博
物
館
は
、
出
雲
市

が
行
う
遺
跡
発
掘
調
査
の
事
務
所
機
能

も
備
え
た
独
特
の
施
設
で
す
。
そ
の
た

め
、
発
掘
調
査
の
成
果
を
ダ
イ
レ
ク
ト

に
博
物
館
活
動
へ
活
用
で
き
ま
す
。
今

年
の
５
月
、
こ
う
し
た
館
の
特
徴
を
活

か
し
た
学
校
教
育
活
動
を
出
雲
市
立
塩

冶
小
学
校
の
皆
さ
ん
と
実
施
し
ま
し
た
。 

 

 
 

           

【
発
掘
調
査
現
場
で
の
歴
史
学
習
】 

 

５
月
15
日
、
塩
冶
小
学
校
６
年
生 

１
３
９
名
の
皆
さ
ん
を
、
小
学
校
近
く

の｢

神
門
寺
付
近
遺
跡
」発
掘
調
査
現
場

へ
ご
招
待
し
ま
し
た
。
弥
生
時
代
の
竪

穴
住
居
跡
や
弥
生
土
器
、
奈
良
時
代
寺

院
の
瓦
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。
児
童

の
皆
さ
ん
は
教
科
書
で
学
習
す
る
弥
生

人
の
暮
ら
し
や
奈
良
時
代
の
仏
教
文
化

に
直
に
触
れ
て
興
味
津
々
の
様
子
で
し

た
。 

【
博
物
館
で
の
歴
史
学
習
】 

 

続
く
５
月
30
日
、
塩
冶
小
学
校
６
年

生
の
社
会
見
学
の
コ
ー
ス
に
当
博
物
館

が
組
み
込
ま
れ
、
児
童
の
皆
さ
ん
を
ご

案
内
し
ま
し
た
。
史
跡
公
園
や
常
設
展

示
の
ほ
か
、
速
報
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は

｢

神
門
寺
付
近
遺
跡
」出
土
品
も
見
学
し

ま
し
た
。
遺
跡
と
博
物
館
双
方
を
見
学

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
古
い
歴
史
も
身

近
な
も
の
と
し
て
学
習
し
て
い
た
だ
け

た
よ
う
で
す
。 

 

子
供
た
ち
に
地
域
の
歴
史
を
伝
え

て
行
く
こ
と
は
、
博
物
館
の
仕
事
の
な

か
で
も
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
こ

う
し
た
活
動
を
通
じ
て
、
一
人
で
も
多

く
の
子
供
た
ち
が
次
世
代
の
歴
史
の
語

部
と
し
て
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 

（
須
賀
照
隆
） 

 

遺
跡
を
見
学
す
る
塩
冶
小
学
校
の
み
な
さ
ん 

（
写
真
は
弥
生
時
代
の
竪
穴
住
居
） 



 

 

 

 

第６号 

3 

←賑わう屋台村

（弥生の森おおつ） 

 

博物館の裏側探検

隊の様子   → 

★★
文文
化化
財財
課課
のの
おお
しし
ごご
とと
紹紹
介介
①①  

「「
ウウ
ミミ
ネネ
ココ
生生
態態
調調
査査
」」  

 

国
指
定
天
然
記
念
物
「
経
島
の
ウ
ミ

ネ
コ
繁
殖
地
」
と
し
て
知
ら
れ
る
出
雲

市
大
社
町
日
御
碕
の
経
島
は
、
古
く
は

日
御
碕
神
社
の
下
の
宮
が
あ
り
、
神
職

以
外
の
上
陸
は
許
さ
れ
な
い
神
域
と
し

て
守
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
経
島

で
は
、
ふ
化
し
た
ウ
ミ
ネ
コ
の
雛
た
ち

が
親
鳥
と
ほ
ぼ
同
じ
く
ら
い
の
大
き
さ

に
な
り
、
巣
立
ち
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。 

出
雲
市
で
は
文
化
財
保
護
の
た
め
、

一
九
七
一
年
（
昭
和
46
）
に
大
田
市
在

住
の
中
井
春
治
氏
を
ウ
ミ
ネ
コ
生
態
調

査
専
門
調
査
員
と
し
て
依
頼
し
、
毎
年

３
月
の
飛
来
状
況
、４
月
の
産
卵
状
況
、

５
月
の
ふ
化
状
況
の
調
査
を
実
施
し
、

記
録
を
蓄
積
し
て
い
ま
す
。 

       

今
年
は
産
卵
に
10
日
程
度
の
遅
れ

が
み
ら
れ
ま
し
た
が
、
ふ
化
し
た
雛
の

数
は
１
１
２
０
羽
で
、
30
年
平
均
（
８

２
６
羽
）
を
大
き
く
上
回
り
、
９
年
ぶ

り
に
一
千
羽
を
越
え
ま
し
た
。 

一
方
、
ウ
ミ
ネ
コ
は
環
境
指
標
動
物

で
あ
り
、
自
然
環
境
の
変
化
や
人
災
に

よ
る
海
洋
汚
染
な
ど
を
、
人
々
に
教
え

て
く
れ
る
大
切
な
生
き
物
で
す
。ま
た
、

エ
サ
と
な
る
鰯
や
イ
カ
の
群
れ
を
追
っ

て
海
上
を
移
動
し
ま
す
が
、
海
面
に
鰯

な
ど
の
大
群
を
発
見
す
る
と
鳥
山
を
作

る
た
め
、
そ
の
下
に
い
る
ブ
リ
な
ど
を

獲
る
地
元
漁
師
に
と
っ
て
も
古
く
か
ら

大
切
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

出
雲
市
で
は
毎
年
の
繁
殖
状
況
を

皆
様
に
報
告
す
る
と
同
時
に
、
古
く
か

ら
人
と
係
わ
り
の
深
い
ウ
ミ
ネ
コ
を
今

後
も
見
守
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。 

 

そ
の
経
島
で
、
一
九
六
一
年
（
昭
和

36
）
か
ら
ウ
ミ
ネ
コ
生
態
調
査
を
実
施

し
て
こ
ら
れ
た
中
井
春
治
氏
（
現
在
87

才
）
が
、
平
成
22
年
度
の
調
査
を
も
っ

て
高
齢
を
理
由
に
引
退
さ
れ
ま
し
た
。 

出
雲
市
は
中
井
氏
の
50
年
に
も
わ

た
る
調
査
成
果
を
ま
と
め
後
世
に
伝
え

る
た
め
、
報
告
書
の
執
筆
を
依
頼
し
、

こ
の
た
び
刊
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ウ
ミ
ネ
コ
の
生
態
や
調
査
結
果
は

も
と
よ
り
、
ウ
ミ
ネ
コ
一
筋
に
半
世
紀

を
生
き
た
中
井
春
治
氏
の
心
温
ま
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

（
安
田
晋
也
） 

        ◆
規 

格
・
Ａ
４
版
26
ペ
ー
ジ 

（
巻
頭
カ
ラ
ー
） 

◆
編
集･

発
行
・
・
・
出
雲
市 

◆
著
者
・
・
・
中
井
春
治 

◆
価
格
・
・
・
１
冊
５
０
０
円 

◆
販
売
・
・
・
出
雲
弥
生
の
森
博
物
館 

（
出
雲
市
文
化
財
課
） 

※
郵
送
販
売
に
つ
い
て
は
出
雲
市
文

化
財
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

【
電
話 

２
１
‐
６
８
９
３
】 

      
博
物
館
速
報
展
示
コ
ー
ナ
ー
（
売
店

横
）
で
は
、
文
化
財
課
の
発
掘
調
査
状

況
を
随
時
展
示
、
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

 

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

【
観
覧
無
料
】 

★★
イイ
ベベ
ンン
トト
・・
レレ
ポポ
ーー
トト  

●●
来来
館館
者者
1100
万万
人人
達達
成成
！！
！！
！！
！！
！！  

          

●●
弥弥
生生
のの
森森
まま
つつ
りり
開開
催催
！！
！！
！！
！！
！！ 

 

４
月
28
日
・
29
日
に
は
、
開
館
２

周
年
に
合
わ
せ
、
地
元
の
「
弥
生
の
森

お
お
つ
」
さ
ん
と
弥
生
の
森
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

た
く
さ
ん
の
お
客
様
で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

           

ふ化状況調査実施の様子 

（経島にて） 

開館２周年も間近な４月 26 日、

10万人目のお客様（大阪府・長谷川

様）をお迎えしました。 

大津小学校６年生

による古代体験学

習発表の様子 → 



 

 

 

 

第６号 

4 

★★
博博
物物
館館
講講
座座
のの
ごご
案案
内内  

▼
特
別
展
関
連
講
座
（
全
３
回
） 

 

第
１
回 
７
月
14
日
（
土
） 

「
よ
み
が
え
る
な
！
」 

―
国
富
中
村
古
墳
の
お
葬
式
― 

【
講
師
】
坂
本
豊
治
（
当
館
） 

 

第
２
回 

７
月
28
日
（
土
） 

「
愛
媛
県
松
山
市 

葉
佐
池
古
墳
の
お
葬
式
」 

【
講
師
】
栗
田
茂
敏 

氏 

（
松
山
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
３
回 

９
月
８
日
（
土
） 

「
黄
泉
国
訪
問
神
話
と 

中
村
古
墳
の
お
葬
式
」 

【
講
師
】
髙
橋 

周
（
当
館
） 

 

右
の
講
座
は
い
ず
れ
も 

●
時 

間 

14
時
～
16
時 

●
受
講
料 

無
料 

●
定 

員 

80
名 

   
 

博
物
館
は
お
盆
の
期
間
中
も 

 

休
ま
ず
開
館
し
て
い
ま
す
。 

 
 

帰
省
中
の
ご
家
族
と
ご
一
緒 

 

に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。 

  

★★
博博
物物
館館
イイ
ベベ
ンン
トト
のの
ごご
案案
内内  

▼
第
２
回
里
見
香
奈
杯
争
奪 

出
雲
弥
生
の
森
ジ
ュ
ニ
ア
将
棋
大
会 

７
月
22
日
（
日
）
９
時
～ 

合
わ
せ
て
市
内
の
高
浜Ⅰ

遺
跡
か

ら
出
土
し
た
日
本
最
古
の
将
棋
盤
を
展

示
し
ま
す
。（
将
棋
大
会
の
出
場
申
込
み

は
終
了
し
て
い
ま
す
が
、
当
日
の
見
学

は
自
由
で
す
。） 

 

▼
弥
生
の
森
体
験
教
室 

「
草
木
染
め
」 

８
月
11
日
（
土
）
14
時
～ 

自
分
で
摘
ん
だ
「
藍
」
の
葉
で
、
ハ 

ン
カ
チ
の
「
生
葉
染
め
」
に
挑
戦
！ 

 

●
参
加
料 
無
料 

 

●
定
員 
20
名 

 

●
受
付 

７
月
20
日
か
ら 

 

▼
弥
生
の
森
お
月
見
コ
ン
サ
ー
ト 

９
月
22
日
（
土
）
18
時
～ 

 

秋
の
一
夜
、
お
月
見
と
素
敵
な
演
奏

で
癒
し
の
ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。（
弥
生
の
森
お
お
つ
主
催
） 

 

●
前
売
券 

５
０
０
円 

 
 
 
 
 

（
中
学
生
以
下
無
料
） 

８
月
上
旬
か
ら
発
売
予
定
。 

お
尋
ね
は
大
津
コ
ミ
セ
ン
ま
で
。 

【
電
話 

２
１
‐
０
１
７
２
】 

★★
館館
長長
ココ
ララ
ムム
②②  

  

『
テ
ル
マ
エ
・
ロ
マ
エ
』
と
い
う
漫
画

が
大
評
判
の
よ
う
で
す
。
題
名
は
ラ
テ

ン
語
で
「
ロ
ー
マ
の
浴
場
」。
帝
政
ロ
ー

マ
の
時
代
、
西
暦
二
世
紀
の
浴
場
設
計

技
師
が
、
現
代
日
本
の
浴
場
に
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ
を
繰
り
返
す
と
い
う
奇
想
天

外
な
お
話
で
す
。
イ
タ
リ
ア
で
ロ
ー
マ

時
代
の
浴
場
跡
の
発
掘
に
再
三
参
加
し

た
私
は
、
買
っ
て
読
ん
だ
ば
か
り
か
映

画
ま
で
見
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

ロ
ー
マ
時
代
の
浴
場
は
、
日
本
の
温

泉
な
ど
と
は
桁
違
い
の
規
模
を
も
ち
、

冷
浴
室
、
温
浴
室
、
熱
浴
室
、
蒸
し
風

呂
、
運
動
場
な
ど
を
順
繰
り
に

．
．
．
．
利
用
す

る
巨
大
な
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
で
す
。 

 

私
が
発
掘
し
た
の
は
シ
チ
リ
ア
の
海

岸
に
あ
る
貴
族
の
別
荘
跡
で
、
見
事
な

モ
ザ
イ
ク
床
の
部
屋
や
浴
室
を
た
く
さ

ん
備
え
て
い
ま
し
た
。
熱
浴
室
な
ど
は

床
下
に
広
い
空
間
を
作
り
、
一
端
に
あ

る
開
口
部
か
ら
熱
気
を
入
れ
て
床
を
暖

め
る
だ
け
で
な
く
、
部
屋
の
壁
に
並
べ

て
埋
め
込
ん
だ
陶
製
の
管
に
そ
の
熱
気

を
通
し
、
壁
も
熱
く
な
る
よ
う
に
工
夫

し
て
あ
り
ま
し
た
（
写
真
参
照
）。 

 

イ
タ
リ
ア
で
富
裕
層
が
こ
ん
な
風
呂

に
入
っ
て
奴
隷
に
ア
カ
擦
り
を
さ
せ
て

い
た
こ
ろ
、
は
る
か
か
な
た
の
日
本
で

は
各
地
で
有
力
な
王
家
が
台
頭
し
て
い

ま
し
た
。『
テ
ル
マ
エ
・
ロ
マ
エ
』
の
主

人
公
が
同
時
代
の
出
雲
に
ワ
ー
プ
し
て

い
た
ら
、
若
き
日
の
出
雲
王
か
ら
巨
大

な
王
墓
の
築
造
計
画
を
打
ち
明
け
ら
れ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。 

      

（
渡
邊
貞
幸
） 
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